
 
 

 
 

                 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

【校訓】 「仁愛剛毅」   
【学校教育目標】 

「生きる力」を身に付けた生徒の育成 
 学校ホームページ QRコードです→ 
学校の様子はホームページで随時更新中。 

 
 ５月９日（木）・１０日（金）に北海道利尻高校にて、中高合同学問研究ガイダンスに参加 

しました。９日の午前は、動画クリエイターとして活躍中のニールハートマンさんの講演 

『地域の冒険の創造から観光の未来をつくる ～あなたは未来の観光クリエイター～』につい 

て、ご自身の様々な経験を、画像を交えながらお話しいただきました。鴛中生は、ニールハー 

トマンさんから様々なことを学んだようです。下に何人かの感想を掲載しています。ご覧くだ 

さい。 

午後からは、大学と専門学校の「模擬授業体験」に参加しました。例年であれば、３年生のみの参加でしたが、

今年度は全校生徒で参加しました。普段の授業では学ばない、高度な学習内容に触れることによって、将来に対す

る目的意識を高めることができました。 

１０日は、「校内進学相談会」に３年生が参加しました。３年生にとって様々な情報を得ることによって今後の

進路について、しっかり考える二日間になったかと思います。 

中高合同学問研究ガイダンスを通して、自分の意思と責任で進路を選択・決定していかなければならない気持ち

が芽生えたかと思います。その為にも、毎日の学校生活、授業、部活動等、１日１日を大切に無駄にすることなく、

日々成長し続けてください。成長し続ける鴛中生の未来は明るい！！ 

ニールハートマンさん 

 
～ニールハートマンさんの講演の感想～ ＊一部抜粋 

・「未来は明るい」、特に日本が・・・という言葉にいい言葉だなとおもいました。明るい未来を作っていくため

に僕たちにできることを頑張っていきたいと思いました。僕たちのために面白い話をしてくれてありがとうご

ざいました。 
 

・「プラスに考えてほしい」という言葉が心に残りました。これから利尻を、北海道を、日本をより発展させて

いくために自分たちができることは何なのかを考えて、その考えを実際に行動に移すことで、より良い日本を

創っていくことに少しでも貢献していきたいと思います。様々なことを教えてくださり、ありがとうございま

した。 
 

・僕は、ニールさんの言っていた「日常の中にいくらでも、バラエティはある」という言葉を聞いてこれからの

意識を変えようと思いました。これからは、日々挑戦し続けながら、たまには他の地域の文化に触れながら日

常の中に隠れているヒントを見落とさないように、意識して過ごしていきたいです。そして、観光は資源だけ

じゃなく、人も観光を作っているというのを聞いて自分にはない新しい考えだと思いました。ニールさんのお

話を聞いてこれからの生き方に活かして行こうと思いました。ありがとうございました。 
 

・ニールさんのような自由な冒険にあこがれていたので話を聞いていてとてもワクワクしていました。僕の好奇

心に火をつけてくれてありがとうございました。これからもがんばってください。 

 

～模擬体験授業・進学相談会～ 
 

北海道情報大学 藤女子大学 名寄市立大学 北海道医療大学 北星学園大学 北海

学園大学 旭川市立大学 北海商科大学 北翔大学 吉田学園札幌医療歯科専門学校 

札幌医学技術福祉歯科専門学校 せいとく介護こども福祉専門学校 北海道理容美容

専門学校 経専調理製菓専門学校 北海道情報専門学校 大原法律公務員専門学校 

保護者の皆様へ 
 

この度の中高合同学

問研究ガイダンスの

際に、お弁当の御協

力、誠にありがとう

ございました。 
 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小中合同運動会について 

◇２３日に実施できない場合 

→23 日は休みとなり、２４日に順延です。 
 

◇24 日も実施できない場合 

→24日は登校日（給食なしの午前授業）となり、

25 日に順延です。 
 

◇２５日実施の場合は、運動会終了後、給食を食

べ、5 時間目の授業を受けて下校となります。 

◇２５日に実施できない場合は中止となります。 

～部活動・地域クラブ 

大会の記録～ 
■卓球部 
北海道新聞社杯（５月２６日稚内） 

ジュニアの部（男子個人） 
予選リーグ 2 勝１敗 予選 2 位通過 
決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄ 1 回戦敗退：須田海司 
 

■利尻 FC（ｻｯｶｰ）＋枝幸合同ﾁｰﾑ 
地区カブス（５月２６日稚内） 
VS 稚内東中学校 1 対 3 で敗戦 

 

 

【令和６年度の重点】 
１．子どもの未来を保障    ２．豊かな心を育てる生徒指導 

３．保護者・地域との協働体制 ４．教職員の働き方改革 
  ①子どもの未来を保障 
■「新しい時代に必要な資質・能力」の育成、学力・体力の向上を図る授業改善に努めます。 

■授業の中で「今日は何を学ぶのか」を明確にし、「何を学んだのか」をしっかりと確認し、生徒が見通しを持

てる授業を展開していきます。 
■「基礎基本の定着」を図るために、AI ドリル（キュビナ）を授業・家庭学習等で有効に活用していきます。基

礎知識を定着させ、その事を活かした応用力の定着を目指していきます。 

■数学(全学年)で TT 指導・少人数指導、３年英語で TT 指導を行います。 
   ②豊かな心を育てる生徒指導 

■安心・安全で楽しいで楽しいと実感できる、落ち着いた授業・学校生活の実現、継続を目指します。 

■生徒会を中心に「いじめ」のない明るい学校づくりに努めます。 

■情報教育を展開し、「情報モラル」の醸成を図っていきます。 

■「地域で輝く鴛中生」を目指します。そのために地域行事等に積極的に参加して、地域との繋がりを深めます。 

 ③保護者・地域との協働体制 

■思春期の子育ての悩みを語り合える学年 PTA づくりに努めます。 

■保護者と協力して「生活リズム・ルール」の確立を目指します。様々な課題に対する共通理解に努めます。 

■地域の教育に責任をもつ教職員としての自覚のもとに、鴛小（小中一貫教育）・利高・地域との連携を積極的

に進めます。 

■本校 HP で鴛中情報を積極的に発信していきます。 

鴛泊中学校では「生きる力」を身に付けた生徒の育成を目指して、日々教育活動を進めている最中です。 
改めまして、今年度の鴛泊中学校の教育活動について紹介します。以下の点を令和６年度の重点とし、鴛泊

中学校の教育を推進していきます。 
 

 ④教職員の働き方改革 

■「利尻富士町アクション・プランⅢ」「道アクション・プラン(第３期)」を踏まえた取組を実施していきます。 

 

 

 
 １日（土） 島内交流戦（バドミントン部） 

２日（日） 利尻島一周悠遊覧人 G 

 ３日（月） 全校朝会 教育実習（～２１日） 

 ４日（火） 内科検診 

 ６日（木） PTA 役員会 

 ９日（日） シドウスポーツ杯（バドミントン部 稚内） 

１０日（月） 運動会特別時間割（～２３日） 

       合同ソーラン練習① 

１１日（火） チーム練習① 

１３日（木） チーム練習② 

１４日（金） チーム練習③ 漢字検定① 

１７日（月） チーム練習④ 

１８日（火） 合同ソーラン練習② 

２０日（木） 運動会総練習 

２３日（日） 小中合同運動会 ＊右参照 

２４日（月） 振替休業 

２５日（火） 評議委員会 常任委員会 

２７日（木） ２年生職場体験学習 

２８日（金） ２年生職場体験学習 

３０日（日） 日曜授業 一日防災学習 

 


